
環境リモートセンシング研究センター教員会議（第１１回） 議事要旨 

 

１．日 時 令和７年３月１９日（水）１６：１０～１７：３８【ハイブリット会議】 

 

２．出席者 服部センター長、市井教授、入江教授、ヨサファット教授、樋口教授、小槻教授、 

本郷准教授、齋藤准教授、岡﨑 TT准教授、梶原講師、楊助教、山本TT助教 

  委任状 本多准教授、杉木総務課長  

 

３．教員会議（令和６年度第１０回）議事要旨について 

  原案について、承認された。 

 

４．議 題 （審議事項） 
（１）協力研究員の受入れについて 
   服部センター長から、資料に基づき説明があり、引き続き各担当教員から新規協力研究員について

の説明後、原案どおり承認された。 
 
（２）研究生の終了について 
   服部センター長から、資料に基づき説明があり、引き続き各担当教員からの説明後、原案どおり承

認された。 
 
（３）令和７年度各種委員会等について 
   服部センター長から、資料に基づき説明があり、前回からの持ち越しであったセンター内教育委員

長は楊助教に決定した。学内委員については、原案どおり承認された。 
 
（４）人事について 
   服部センター長から、概算要求にかかる教員採用について調整の上、進めていくことが説明され、 
  承認された。 
 
（５）その他 
   なし 
     
５．報告事項 

（１）教育研究評議会（3/14）について 

   ・国立大学法人千葉大学における大学教員の選考に関する規程の一部改正について 他 

服部センター長から、資料に基づき報告があった。  

        

（２）放射性物質に係る調査の実施及び適切な管理等の周知・徹底について 

   服部センター長から、資料に基づき説明及び適切な管理の依頼があった。 

 

（３）拠点運営員会メール審議結果報告ついて 

   入江教授から、資料に基づき次年度共同利用研究公募案の修正について説明があった。 

 

（４）特任助教（JSPS・PD）の採用について 

   市井教授から、資料に基づき国際高等研究基幹に採用される特任助教についての報告があった。 

 

（５）令和７年度共通政策課題文（基盤的設備等整備分）研究設備の検討状況について 

   小槻教授から、資料に基づき現状報告があり、今後の進め方について検討された。 

 



（６）海外渡航について 

   服部センター長から、資料に基づき報告があった。 

 

  
 〇 各種委員会等報告 

 予算委員会 
センター長から、センター長裁量経費の執行について説明があった。 

 共同利用研究推進委員会  
入江委員長から、共同利用研究成果報告書及び研究業績についても 31 日までに提出するよう
依頼があった。次年度公募要領が発出された旨、報告があった。 
また、次年度共同研究については、若手枠を追加したため、予算増加の依頼があった。 

 広報委員会 
小槻委員長から、ニュースレターへの記事提供依頼があり、VL講習会、本多先生最終講義、修
了式等の掲載依頼があった。 

 施設委員会  
特になし 

 計算機及びデータベース委員会 
樋口委員長から、停電があるため、必ずサーバーを落とすよう依頼があった。 

 教育委員会 
本郷委員長から、3/23（日）学位伝達式が行われることが報告された。 

 中期計画推進委員会 
特になし 

 自己点検・評価委員会 
服部委員長から、次年度外部評価を行うことが報告された。 

 学術推進企画小委員会  
ヨサファット委員長から、J－PEAKSキックオフシンポジウムが3/24に行われること、インドネ
シアとのシンポジウムが10/27インドネシアで行われることが報告された。 

 
  その他 
     服部センター長から、文科省インタビューのため、共共利用者を１名推薦してほしい旨、依頼

があった。 
 
     以上 
                                  


